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4.細胞資源工学部門（10年時限）の外部評価
平成12年3月31日をもって細胞資源工学部門は廃止されるため，平成2年度から平成1年度ま
でのこれまでの研究，教育，その他の活動の評価が下記の委員によって行われた。
外部評価委員会
委員長山田秀明 富山県立大学生物工学センター長，
京都大学名誉教授
白東魯上海薬物研究所教授，前所長
米光宰岡山理科大学教授，
北海道大学名誉教授，日本薬学会会頭
糸川秀治 東京薬科大学名誉教授，
日本生薬学会会長
福田英臣 東京大学名誉教授，前日本薬学会会頭
これら外部評価委員会による評価は平成11年3月に外部評価報告書として刊行されたが，その概
要，今後の研究方向に関する提言は次の通りであった。
総合評価概要
細胞資源工学部門では， 1990年から新しい抗エイズ薬や抗過酸化脂質剤，腎不全治療薬など
のスクリーニングと活性成分の研究が活発に行われ多くの成果が報告されており，これらの成
果は高く評価される。また，腸内嫌気性菌による薬用植物成分の変換，腸内細菌による薬物の
代謝酵素遺伝子に関する研究等の成果は新しい研究領域を拓いたものであり，世界をリードす
る研究グループのーっと言える。
教育活動においても和漢薬研究を目指す大学院生，研究生などの研究指導や育成に努力され，
とくに中国，韓国などの研究者の育成に墨くしたことなどが評価される。
今後の研究方向に関する提言の概要
これまでの研究の中で育ってきた独自の領域あるいは新規の発見などを基盤として，基礎と
応用の両面で新展開を図るべきである。今後，和漢薬として利用される動植物資源確保のため
の遺伝子の解析と保存の研究，生物活性を有する二次代謝産物の生成に関わる酵素類の遺伝子
クローニング等により，価値の高い薬用植物の二次代謝産物の生成を制御する研究等がその例
であろう。国際的な和漢薬研究の大きな流れの中で，常にイニシアティプを発揮して行けるよ
うな研究方向をとることが望ましい。
わが国の大学教育研究機関において唯一の， しかも極めて伝統ある研究所の中の部門である
ので，ややもすると研究が片寄る傾向があるO 国際的な見地から現在のそして将来の和漢薬研
究の最も重要な課題を，他の研究機関特に中国，台湾，韓国などとの研究交流を通じて把握し，
今後の研究を推進する必要があるO
なお，細胞資源工学の廃止に伴い，平成12年度には薬物代謝工学部門が新たに設置される予定
である。
（文責服部征雄）
